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2015・7・3（金） TEL78-2024 文責：校長 

２年生 芸術鑑賞教室で和楽器の演奏を楽しむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】自主・自律 

【めざす生徒像】 

１ 学ぶ楽しさを知り、意欲的に根気

強く学ぶ生徒 

２ 互いを尊重し、高め合う生徒 

３ 心身共に健康で安全な生活を築く

生徒 
続 

交通安全を常に意識した運転を！ 

 今朝、滝根町内の信号機のない十字

路で車同士の交通事故がありました。

一時停止をしっかりして、左右の安全

を確認していれば防げた事故だと思

われます。優先道路を走行している場

合でも、危険を予想して運転しなけれ

ば安全が保たれない時代になってき

ました。気をつけたいものです。 

 最近雨の日に車で送迎してもらう

生徒が多いようですが、後部座席でも

カバンを座席の脇において、シートベ

ルトをしっかり締めさせるようにし

てください。  ２日に田村市文化センターにおいて、田村市中学２年生芸術

鑑賞教室が開催されました。鑑賞教室は、田村市教育委員会が

毎年中学２年生を対象に行っているもので、今回は「和太鼓と

津軽三味線スーパーコラボレーション」と題しての公演でした。

出演者は、「和楽器演奏集団独楽」と三味線デュオ「火の國」で

した。和楽器演奏集団独楽は、海外にも活動範囲を広げており、

太鼓だけでなく、琴・篠笛などを使って力強い演奏を聴かせて

くれました。また、三味線デュオの２人は、津軽三味線の全国

大会で１位や２位となった実績があり、演奏の途中には三味線

のそれぞれの部位が何でつくられているか説明もありました。

三味線の革の部分が、犬の皮でできていることには驚きでした。 

 およそ１時間３０分ほどの鑑賞会の最後に、各中学校から１

名の生徒（滝根中は蒲生○君）と中学校教員を代表して榊原先

生がステージに上がり、和太鼓の叩き方を教えてもらった後、

北海道の民謡を演奏しました。（写真参照） 

７月６日に校内レクリェーション 

  来週の月曜日の３，４校時、校内レ

クリェーションとして、長縄跳び・二

人三脚・綱引き・バンブーリレー・借

り物競走を行います。生徒たちは学級

の団結力を示そうと楽しみにしてい

るようです。 

相談電話１８８と１８９がスタート 

 ７月から相談電話として、１８８と１８９がスタートしまし

た。２つの番号はそれぞれ次のような相談事を受け付けます。 

１８８（イヤヤ）→消費生活での困りごと相談電話 

１８９（イチハヤク）→児童虐待が疑わしいときなど。 

※児童虐待を受けた児童・生徒を発見したら福祉事務所か児童

相談所または、滝根中学校までご連絡ください。 

榊原先生 
蒲生君 

滝根っこ夏祭りボランティア募集！ 

日時：８月１５日（土）13:00～18:00 

場所：神俣駅前広場 

活動内容：会場準備、進行準備、模擬

店補助など 

応募締切：７月１７日まで 

※希望する生徒は、応募用紙を配付す 

るので担任へ申し出ること。申し込む 

場合は保護者の承諾が必要です。 

 今週の火曜日に、スポーツ新聞の記者が学校

を訪れ、女子剣道部を取材していきました。７

月４日のスポーツ新聞の裏１面に掲載される

かもしれません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 5日は授業参観・学年懇談会 

【日程】１４：００～１４：５０授業参観 

 ・1年 1組 数学  1年 2組 英語 

 ・2年 1組、2組 学年授業「職業学習」 

 ・3年 1組 理科  3年 2組 音楽 

１５：００～１５：５０ 学年懇談会 

 ・１学年 ２階学習室３ 

 ・２学年 ２年１組教室 

 ・３学年 ３年１組教室 

５日は「マイ弁当の日」 

子供自身に弁当を作らせて！ 

 授業参観の日は、給食がなく弁当の日ですが、 

今回は生徒自身が弁当を作る日「マイ弁当の日」

にしたいと思います。自分の弁当を作ることを

通して、親からの自立について考えたり、家族

のありがたみを改めて知る機会として今回の取

り組みを考えました。日曜日の朝、生徒が早く

起きて自分の弁当を作る際には、親は手を出さ

ずアドバイスをする程度としてください。家庭

でのご協力よろしくお願いいたします。 

子育てに関連する本より 

板東眞里子著「親の品格」という本に子育てに関する

内容がありますので紹介します。 

自分のことは自分でできる子に 

 子育ての目標は何でしょうか。それは、親から自立した

人間にすることです。親は子どもかわいさあまり、つい子

どもの世話を焼きすぎてしまいますが、自分の身の回りの

ことは自分でできるように育てるのが子育ての基本目標

の一つです。朝、決められた時間に目を覚まし、顔を洗い、

歯を磨き食事をして学校に行くことから始まって、自分の

持ち物を整理する、忘れ物をしない、清潔な衣服を着るな

どは十歳までに身につけさせたいものです。簡単な料理を

つくる、洗濯をする、掃除をするという生活技術もお手伝

いを通して身につけさせましょう。残念ながら高校生にな

っても、大学生になっても、日常生活のうえで自立できな

い子どもがたくさんいます。 

 とりわけ男の子の場合、日常生活上の自立は必要ないと

考え、何から何まで母親が世話をする場合もあります。し

かし、それでは子どもは独り立ちできません。自分のこと

は自分でできる子に育てましょう。誰かが何も言わずにや

ってくれるという習慣を続けていると、それ 

が当たり前のこととなり、感謝の気持ちを忘 

れてしまいます。自分のことは自分でする習 

慣になっていれば、他の人がやってくれると感謝の心が生

まれます。 

 日常生活で自分のことができるようになったら、次は精

神的な、そして経済的な自立をめざさなければなりませ

ん。その過程で親が認識すべきことは、人の世話にならず

に生きる力を持つと自分の自信につながり、世話をしてく

れる人への感謝の心が生まれるという事実です。自立は孤

独ではありません。人の世話にならないで生きていける力

を身につけると、その力で人を世話することができるよう

になります。人から世話を受けるのをあてにしていると、

その力はつきません。（中略） 

 親はいつまでも子どもの生活を支えることはできませ

ん。お菓子やおもちゃで喜んでいた子どもは、成長すると

高価なものでないと喜ばなくなります。親は子どもが欲し

がるものをいつまでも与え続けることはできません。試験

を代わって受ける替え玉受験をするわけにはいきません。

子ども自身に試験に合格できる学力を身につけてもらわ

なければなりません。途上国援助でも、魚を与えるより、

魚を釣るすべを教える方が相手国のためになるといいま

す。子どもが欲しがるのを親が与えるのではなく、それを

自分で手に入れるにはどうすればよいかを教え、手に入れ

る方法を身につけさせましょう。 

中体連県大会剣道部の組み合わせ！ 

 県中大会で２位となり、県大会（会場：あづ

ま総合体育館）へ出場することになった剣道部

女子団体の組み合わせが決まりました。組み合

わせや日程等は次の通りです。 

【組み合わせ】 

○予選リーグ→滝根中、平一中（いわき）、古殿

中（県南） 

○決勝トーナメント→予選を勝ち抜けば、一回 

戦は、信夫中（県北）、楢葉中（相双）、若松 

一中（会津）のいずれかと対戦。準決勝に進 

めば、塙中か小名浜二中との対戦か。 

【日程】 

○７月２３日（木） 

・９：３０～１０：００ 開始式 

・１０：１５～１４：２０ 団体予選リーグ 

・１４：２０～１６：００ 個人戦３回戦まで 

○７月２４日（金） 

・９：００～１１：００ 団体決勝トーナメント 

・１１：００～１３：００個人決勝トーナメント 

※会場周辺は混み合いますので応援に行かれる場合は、

相乗りでお願いいたします。 


